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序 論

VitaminCト 結 核 ト ノ間 二 存 在 ス ・レ 關 係 テ 明

カ ニ ス ル 爲 ノ實 験 ハ 、 既 二1922年Mouriq-

uand,Michel等 ニ ヨ ツ テ 始 ノ ラ レ テ居 ル 。 次

イ デLeichtentritt,Bieling,Mouriquand等

ノ實 験 ニ ヨ ツ テ、 結 核 二感 染 ヒ ラ レ タ 海 狽 ハ、

VitaminC鋏 乏 二 封 シ テ 鋭 敏 デ ア リ、 且 ・ソ「レ

モ ン」汁 テ 投 與 ス ル コ トー一 ヨ ツ テ、ソ ノ結 核 経 過

ガ 良 好 ノ途 テ トル コ トガ 明 ラ カ ニ サ レ、 叉 ・一方

壌 血 病 ガ 結 核 ノ経 過 二非 常 二不 良 ナ 影 響 テ及 ボ 、

ス コ トガ報 告 サ レテ以 來 、VitaminCガ 結 核

ト密 接 ナ關 係 ラモ ツ テ居 ル トィ フ コ トハ、 既 二

周 知 ノ事 實 トナ ツテ居 ル。 故 ・二VitaminC鋏

乏 ガ結 核 二封 シテ不 良 ナ影 響 テ及 ボ シ、Vitamin

Cノ 投 與 ガ ソ ノ経 過 二封 シテ少 ク トモ良好 ナ結

果 テ來 ス トイ フ観 貼 カ ラ、 今 日マ デVitaminC

テ榮 養 素 ノ… ツ トシテ結 核 症 ノ治 療 二用 ヒ、 更

二又VitaminCガ 壌 血 病 二封 シテ特 異 的 二作

用 ス ル トィ フコ トニ關聯 シテ出 血 傾 向 テ阻 止 ス

ル トイ フ 目的 デ結 核 症 ノ治 療 二用 ヒ、 此 ノヤ ウ

ナ意 味 デ、動 物 實験 モ行 ハ レテ來 タ。

既 二明 ラカ ナ通 リ、1928年VitaminCガ 結 晶

ト シテ抽 出 サ レ、1932年 ニ ハ此 ノ物 質 ガ1・As-

korbinssureト 同一sノ構 ≡造テ持 ツモ ノデ アル コ

トガ 閑 明 セ ラ レ、 更 二1933年 以 來 人 工 的 ニ ソ

ノ合 成 ガ行 バ レル 様 ニ ナ ツテ、VitaminC結

晶 ノ藥 理 學 的、 生化學 的 研 究 ガ進 歩 スル ト トモ

ニ、 此 ノ物 質 ノ細 菌學 的 免 疫 學 的 領 域 二於 テ ノ

知 見 モ檜 シテ來 タ故 二、 結 核 トVitaminCト

ノ關 係 モ新 ラ シイ見方 ニ ヨ ツテ、 ソ ノ本 質 的性

状 二基 イ テ再 検 討 サ レル 必 要 ガ生 ジテ來 タ ノデ

ァル。 即 チ1-Askorbins5ureノ 研 究 ニ ゴ ツテ、

結 晶VitaminCハ 從 來 マ デ知 ラ レテ居 タ ヤウ

ニ抗 壌 血 病 的 二 即 チ止 血 ・凝 血 的 二、 或 ハ 増 血

的 血 小板 増 加 的 二作 用 ス ル ノ ミデ ナ ク、 ソ ノ化

學 的 構 造 二基 ク強 力 ナ酸 化 還 元 電 位 ハ細 胞 ノ原

形 質 二封 シテ、 基 本 的 ナ著 シ イ影 響 テ及 ボ ステ

ア ラ ウ トイ フ コ トガ考 ヘ ラル ・二至 ツタ。 而 シ

テ亦 一・方 二於 テハ 生禮 ノ免 疫 性 ラ昂 メル ノ ミデ

ナ ク、血液 巾 ノAlbuminテ 」曾加 セ シメGlobulin

テ減 少 サ セ、 ソノ結 果 ト シテAntianaphylaxie,
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Antiallergie的 ノ作 用 ガ現 レル等 一般 的 二考 ヘ

ル ト、 網 状 織 内皮 細 胞 系 ノ機 能 促進 トモ イ ヘル

作用 ラ有 ス ル コ トガ考 ヘ ラ レテ來 タ.是 等 ノ作

用 ハ、VitaminCガ 壌 血 病 テ 封 象 トシテ 從 來

考 《・ラ レテ來 タ特 異 的 作 用 ノ外 二非 特 異 的数 力

テ有 ス ル コ トテ示 ス モ ノデ ア ツ テ、 私 ノ・此 ノ非

特 異的作 用 ガVitaminC即 チ1-Askorbins乞ure

ト結 核 トノ間 二存在 ス ル關 係 テ本 質 的 二解 稗 シ

テ ユ ク上 二新 ラ シイ材料 テ興 ヘ ル モ ノデ ア ラ ウ

ト考 ヘ ル。

後 ニ モ述 ベ ル通 リ、1-Askorbins乞ureテ 實験 的

結 核 二慮 用 ス ル コ トハ、 私 ガ此 ノ實 験 テ始 メ テ

カ ラ少 数 デノ・アル ガ報 告 サ レテ居 ル。 然 シ是等

ノ非 特 異 的 作 用 トイ フ観 黙 カ ラ ノ考 察 テ 目的 ト

ハ シテ居 ナ イヤ ウ デ アル。

實験方法

實験 動物 トシテ ノ、成 熟 シタ海 狽 テ用 ヒ、 結 核 二

感 染 サ セル タ メニ ノ・、Petragnani氏 培 地 上 二

略Uケ 月 培 養 シ タFrankfurt株 人 型 結 核 菌

テ用 ヒ、 コ レテ正 確 二秤 量 シテ生 理 的 食盤 水 二

李等 二俘 游 サ セ、 所 要 ノ 菌 量 テ 含 ム浮 游 液 ノ

0.5ccmテ 海狽 ノ左 側 大 腿 外 側部 ノ皮 下 二接 種

シタ。

1-Askorbins乞ureハ(以 下Ask.S.ト 略 記 スル)

武 田化 學 藥 品部 扱 ヒ掲逸Dr.T.Sehnhardt製

作 ノ純 化學 製 品 テ用 ヒ、 使 用 直 前 二必 要 量 グ ケ

テ秤 量 シ入 滅 菌 再 蒸鱈 水 又 ノ・生 理 的 食 盤 水 一

溶 解 シ所 要 量 ラ直 チ ニ海 狽 ノ腹 壁 皮 下 二注 射 シ

タ。 實 際 二於 テハ生 理 的 食 盤 水 二溶 解 シテ用 フ

ル方 ガ注 射 後 ノ刺 戟 症 状 ガ少 イヤ ウニ思 ハ レタ

ノデ、 後 ニノ・生 理 的 食盤 水1.Occm二 所 用 量 ノ

Ask.S.テ 含 ム ヤ ウ ニ シテ 注射 ス ル 方 法 ノ ミテ

用 ヒ タ。

倫 實 験 二用 ヒタ 海狽 ニ ハ 勿 論 充 分 ナ 食 餌 ヲ與

へ、 特 二毎 日新 鮮 ナ野 菜 ラ與 ヘル コ トニ留 意 シ

タ。

實験第一(豫備的實験)

此 ノ研 究 テ始 メル頃 ニ ヘ マ ダ此 ノ實 験 二關 ス

ル文 獣 ノ爽 表 ガナ サ レテ居 ナ カ ツ タ爲 二、 實 験

第一 ハAsk.S.ガ 結 核 海 狽 二果 シテ良 好 ナ影 響

テ及 ボ スモ ノデ アル カ否 カ ラ知 ル 目的 デ行 ツ タ

モ ノデ アル。

黛継 愚
第 1

鰍騰灘
蹴

第皿群黙Omg・ ・

感 染 後115日 目 二Chloroformテ 用 ヒテ殺 シ剖

検 シタ。

結 果 ハ 第1表 二示 ス通 リデ アル。

表
'

群

海
猿
番號

生 一

存
日
数

髄 重(
即)

注 射
Ask.S

総 量

(mg)

淋 巴 腺 腎

臓

肺

臓

肝

臓

脾 臓

始 終 墳
加

一

左
膝
髪

『
左
鼠
瞑

腸
骨

重
量

(gr)

1

3 115殺 330 550 220 222 帯 柵 惜 一 一 十十 什 2.2

4 ,, 350 640 290 ,, 柵 柵 朴 一 十 十 十 1.5

5 ,, 320 520 200 ,, 柵 十 十 一 十 一 十 1.0
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皿

皿

13

14

τ
23

24

25

,,

7

360

蕊

420

370

500

370

550

570

580

550

540

π

170

190

160

115

180,

40

100

惜

柵

柵

柵

柵一[
柵

十十

十十

督

帯

柵

柵

冊

冊

十

十

十

十

十

十

十

十

柵

柵

十

什

T
榊

1.1

万
万

1.4

蕊

9.3

第1表 ノ読明

淋巴腺+黍 粒大 ノモ ノ2個 マデ

什 扁豆大 ノモ ノ、黍粒大 ノモノ撒個

柵 腕豆大 ノモノ、扁豆大 ノモ ノ2個

位 マデ

柵 獄豆大乃至以上ノモノ,、腕豆大 ノ

モノ2個 以上

臓 器+肉 眼的二結節ガ少獄 デ、顯微鏡的

ニモ病攣ガ輕度 ノモノ

・十 肉眼的二小結節 ノ数ガ中等度 デア

ルヵ数個 ノ癒合 シタ大結節 テ認 メル

モノデ、顯微鏡的二中等度 ノ攣化ア

ル モ ノ

柵 肉眼的二結節ガ多撒 デ顯微鏡的ニ

モ病憂 ノ著 シイモ ノ

柵 更 二病攣 ノ甚グシイモ ノ

第1表 デハ、淋巴腺ハ感染度 テ示 ス意味デ3ヶ

所丈 ラ以上 ノ標準 ニヨツテ記 シタ。臓器 ノ病攣

モ亦上記 ノヤウニ軍一化 シテ記 シタ。

此 ノ實験 ノ結果 ニヨレバ、第1表 二示サレタヤ

ウニ、Ask.S.テ 注射 シタ第1群 及 ビ第 皿群デノ・

封照群二較 ベテ肉眼的顯微鏡的二病憂ガ輕度デ

アルコ トガ知 ラレル。臓器デノ・脾臓 デノ病攣 ノ

差ガ最 モ著明デ第1群 即チ感染 ノ前後=Ask.S・

テ注射 シタ群デノ・特 二封照群 二較 べテ肥大モ少

ク病攣 ノ程度モ輕 イノガ認 メラレル。

實験第二

實 験 第 ニ ハ實験 第 一 二績 イテ行 ツタ モ ノ デ ア

ル。 此 ノ實験 デハ 既 二述 ベ タ ヤ ゥニAsk.S.ノ

非 特 異 的 ナ作 用 テ期 待 ス ル 目的 デ、 成 熟 海 狸1

日 ノAsk.S.需 要 量 ガ0.25乃 至0.5mgト イハ

レテ居 ル ノニ較 くごテ遙 力a大 量10.0乃 至20.O

mg/Ask.S.テ 用 ヒタ。

海 猿 ハ300gr.カ ラ400gr.ノ 雄 ノ ミテ使 用 シ各

群10匹 宛 トシテ實 験 ラ行 ツタ。

第1群(前 後 注 射 群)

感 染0.1mg

　
Ask.S.注 射 、 感 染 直前 マ デ 毎 日20.Omg宛

11日 間 、 感 染 後4週 間 ハ 毎 日10.Omg宛 、

5週 目 カ ラ2日 隔 キ ニ9週 目 カ ラ4日 隔 キ ニ

10.Omg宛 。

第ll群(前 注 射 群)

感 染0.1mg

∫
Ask・S・ 注 射 、 感 、染 常 日 マ デ 乍」日20,0mg宛

12日 間 注射 。

第皿群(後注射群)

麟撫 翻 躍
第IV群

感 染0.1mg

{封 照群

感 染前 又 ハ感 染 後 数 日 ノ間 二i路レタ モ ノハ記載

カ ラ除 気 生 キ 残 ツタ モ ノハ感 染 後83日 乃 至

86日 目 ・…Chloroformデ 殺 シテ検 査 テ行 ツタ。

一般的経過

結 核 感 染 前 ・・.Ask.S.テ 注 射 シ感 染後 モ引績 キ

毎 日注 射 シ タ第1群 デハ、 感 染 後 始 メ ノ間 ノ・注

射 テ シナ イ他 ノ群 ノ海 瞑 二較 べ テ却 ツテー般 二

元 氣 ガ ナ ク、 農 重 ノ檜 加 モ少 ナ カ ツ タガ、 後 ニ

ナ ル ニ ツ レ テ元 氣 モ恢 復 シ膿 重 ノ檜 加 モ著 明 卜
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ナ ッタ。 コ レニハ 注射 ノ間 二間 隔 ラ置 イ タ コ ト

モー ツ ノ原 因 トナ ツ タ カ モ知 レナ ィ。 感 染 後 第

5週 目 カ ラ庭 置 テ開始 シタ第 皿群 モAsk.S.テ

連 績 シテ注 射 シ始 メ タ頃 ハ少 シ元 氣 ノ喪 失 ガ認

メ ラ レタガ、 後 ニ ハ候 復 シテ禮 重 モ檜 加 シテ來

タ。感 染 前 ノ ミニAsk・S.ラ 注 射 シタ第ll群 デ

ノ、全縄 過 テ通 ジテ後 ニ ナ ル程 膿 重 テ檜 シタガ
、

少数 ノ或 モ ノノ・日ラ経 ル ニ從 ツテ元 氣 ノ喪 失 テ

來 シタモ ノモ ア ツ タ。 封 照 群 ハ 日 テ経 ル ニ從 ツ

テ元氣 ノ喪 失 テ來 シ燈 重 ノ増 加 モ認 メ ラレ難 カ

ツタ。

全 経過 後 ノ農 重増 加 ノ割 合 ノ・、ZF均 シテ第1群

二於 テ最 モ著 明 デ ア リ、第 皿群 及 ピ第 皿群 モ亦 腱

重檜 加 ガ認 メ ラ レタ。 封 照群 デ モ勿 論 膿 重 ノ増

加 ハ認 メ ラ レル ガ注 射 群 二較 べ テ僅 少 デ ア ツ タ

第1圖 及 ビ第ll表 ニマ トメ テ示 シテ アル。 勿 論

経 過 中 二死 ンダ モ ノハ何 レモ禮 重 ノ減 少 ラ來 シ

ナ居 ル。

Tuberkulin皮 内反 慮 ・・蕪Tuberkulinラ10倍

第1圖 實験第二

二稀 鐸 シタモ ノデ、ナル ベ クAsk.S.ラ 注 射 シナ

イ場 所 二於 テ検 シタ ガ、Ask.S.テ 注 射 シタ群 二

於 テ早 期 二陽 性 度 ガ著 シ クナ ル檬 二思 ハ レタ。

債110倍TuberkulinO.1ccm中 二Ask.S.0.1

mgテ 混 ジ タモ ノテ 皮 内 二 注射 シ テ 見 タガ、

Ask.S.テ 混 ジナ イ モ ノニ比 べ テ嚢 赤 ・腫 脹 ガ張

度 デ アタ ケ レ ドモ、注 射 群 ト封 照 群 ト ノ間 ノ差

ノ、認 メ ラ レナ カ ツタ。

剖検所見

全 般 的 二見 タ所 見

第1群 及 ビ第 皿群 ノ海 瞑 ハ、 ソ ノ大 部 分 二於 テ

膝 髪 部 及 ビ鼠 践 部 淋 巴腺 ノ周 園 二脂 肪 組 織 ノ著

明 ナ檜 加 ト、 淋 巴腺 ソノ モ ノ ・カ ナ リ ノ石 灰 化

トテ認 メ タ。

・・・…一"般二全 皮 下 脂 肪 組 織 ノ増 加 ハ第1群 二於 テ最

モ著 明 デ ア リ、 第 皿群 デ モ亦 可 ナ リ ノ程 度 二壇

加 ガ認 メ ラ レタガ、 第 ∬群 及 封 照群 デハ殆 ド認

メ ラVナ カ ツ タ。(第1圖)

髄重 増減(基 線下 ・・減少 ヲ示ス)
皮下脂肪組織 培加(斜 線部)

前後注射群(1)前 注射群(皿)

剖 検所 見 ノ成績 ハ 第1[1表 二示 ス通 リデ ア ル。

琳 巴腺 ノ攣 化 ハ 此 ノ表 デハ腫 脹 度 ト撒 ヲ綜 合 シ

テ示 シテ アル ガ、 感 染 二封 ス ル反 慮 度 トイ フ見

方 カ ラス レバ 各群 ノ間 ニ ハ殆 ド差 ガ認 メ ラ レナ

イ。然 シ第1群 ト第 皿群 デハ前 二述 ベ タ ヤ ウ ニ

石灰化 ノ傾 向 ガ認 メ ラ レテ居 ル。

内臓 ノ結核 性攣 化 ハ第 皿表 デハ後 二記 サ レタ肉

眼的顯 微鏡 的所 見 ノ個 々 カ ラ綜 合 シ輩 一一化 シテ

不 シテ アル。 コ ノ表 二縁 レバ全 般 的 二注射 群 ハ

封 照群 二較 べ テ病 攣 ガ輕 度 デ アル。 詳 細 二就 イ

テハ 内臓 個 々 ノ所 見 ノ所 デ述 ベ ル。

皮下脂肪 組 織 ノ檜 加 度 ハ軍 二程 度 ノ差 ニ ヨ ・ソテ

艦 十、+ト シタ。

後注射群(皿)

』
封照群(IV)

「淋 巴腺 」 ± 黍 粒 大 ノモ ノ。

+黍 粒 大 ノモ ノ2個 マ デ位 。

十ト 扁 豆大 ノモ ノ。 黍粒 大 ノモ ノ3

乃 至4個 マ デ位 。

柵 碗 豆大 ノモ ノ。 扁 豆 大 ノモ ノ2

個 マ デ位 。

柵 獄 豆大 乃 至 以 上 。碗 豆大 ノモ ノ

2個 以 上。

石灰 化 ノ度 ハ此 ノ記 號 デハ 考 ヘ ニ 入 レ テ 居 ナ

イ。 爾 上 ノ記 號 ニー致 セ ヌ モ ノ モ、 腫 脹 度 ト数

ニ ヨ ツ テ相 當 ノ所 二入 レテ ァ ル
。

「内臓 」 ± 肉眼 的 二攣 化 ナ ク
、 顯 微 鏡 的 二輕

度 ノ攣 化 アル モ ノ。 叉 ハ肉 眼 的
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(實 験 第 二 成 績)第 ∬ 表

海 生 ㌔ 重 繍讐
淋 巴 腺

肺 肝 脾 ,
一

群 狸 存 膝 鼠 腸 後 肝 腋 頸
番 日 髪 貿 腹 窩 部
號 数 始

;〉櫨 加

終(減)繍 左1右 司 右 骨 壁 門 左1右 左1右
臓 臓 臓

、

38 83一 300 580}280 660 柵1柵 什 柵 一
」土1土 十 一 一

一
一1一 一 十十 ± ・

36
86殺

360 500i140 ,, 什
一
柵 朴 冊 一 柵 冊 十十 十 一 -一 一

一
十二 十～ 十 ㌧

1

一
31 350 520} 170 ⊥ 十十 柵 一

一
柵

一
一

一
柵

一
十 ± 十 一

一
十 十一

一 一
一
十こ 、

Ω
一 一 一 一 一 一 { 一

剛 32 330 痂1 120 ,, 十 十十 一 十十 一 什 什 十 一 一 什 十十 一 十十 ±.一 一 一
後
注

33 310 苅b1 100 ,, 什 柵 一 十十 一 十 十 ± ± 一 十 十 一 ± 十一 一 一 一 一 一
射 35 管50 350 300 (-50) 570 一 柵 督 冊 一 柵 柵 十十 十十 十 一 一 ± 什 督一 一 一 一 一 一 一 一 一
琶 34 370i440 70 660 什 冊 什 骨一

一 昔 昔 十二 一 一
一 ± ± ± 督 十十'一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一

39 400 470 70 ⊥ 十 柵 十 冊 十十 冊 珊 柵 十 督 十
二

十
二

十
二 什 柵一 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一

40 2ε0 480 190 ⊥ 十十 柵 一 十 一 什 一 一 什 一 一 一 十 柵 柵

55

一
360

一
490 130 240

一
十

一
冊

一
十

一
帯

一
一 柵 一 一 一 一 一 一

一
一

一
一

一
一

、一 一 一 一 一
53 320 400 80 ,,

■一 柵 什 十十 一 柵 十十 柵 一 一 一 一 一 十二 十
_==.・一 一 一 一 一

59 320 460 140 一 柵 十 什 一 柵 朴 柵 ± 一 一 一 一 一 十⊥ 二 、

∬
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

(
54 350 450 100 ,,

一 冊 十 十十 一 柵 一 一 一 一
一 ± 一 ± 十 ±

前
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

注
52 370 440 70 ,・

一 柵 十
二 冊 一 柵 十 什 一 一 ± ± 十

二 十 十 噂一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
射 58 330 繭i 230 ⊥ 十 冊 十 惜 一 十{十 一 十 十 一 一 一

一
一 十 十 ・

群
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

) 57 320 360 40 一 柵 柵 冊 一 骨 柵 一 十十 一 一一 一 十 冊 帯⊥一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
51 管71 300 280 (-20) ⊥ 一 柵 十 惜 十 十十 柵 冊 十十 十 粁 ± 什 柵 柵一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
56 築70 360 280 (-80) ,,

一 柵 十十 十十 一 十 什 帯 ± 一 一 一 十十 柵 冊一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
60 330 340 10 ,,

一 ■
、柵 帯 十十 一 帯 柵 ± ± 一 一 一 十 柵 什 幽一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

76 300 490 190 350 珊 柵 十 柵 一 什 朴 帯 十 一 一 一 一 十 十二 二 二一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
'

79 310 370 60 ,, 十 冊 十 十十 一 什 十十 什 一 一 一 一 一 十十 土一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
皿 74 300 430 130 ,9 什 柵 什 柵 一 冊 一 一 一 一 一 一 十 十

二 十
_」( } 一 一 一 _一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

…後 80 筈64 340 290 (-50) 280 一 十十 一 十十 一 冊 柵 冊 十十 一 十 十 十 十 骨
`二 二 二 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

注 75 350 480 130 350 十 冊 十 冊 一 十十 十十 柵 十 一 十 十 十 十 什
射 二 二 二一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

群 71 410 370 ←-40)
一 柵 冊 柵 一 十十 十 一 十 十 十 十 什 什 帯⊥ 二 二 一) 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

'

78 350 400 50 ⊥ 十 朴 ± 甘 一 十十 十 什 一 一 剛 一 什 十十 冊一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
73 340 410 70 十十 柵 粁 冊 一 柵 十十 柵 一 一 一 一 十 十 柵 `⊥ 一二 一 6一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
72 300 370 70 一 柵 十 柵 十 督 一 一 十 一 一 一 十 柵 柵⊥ 二 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
69 340 390 50 一 柵 十十 冊 一 冊 柵 冊 十 一 一 一 十 十 十一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
63 390 440 50 十 冊 十 柵 一 十十 一 一 一 一 一 一 十 骨 十二 一 二一 一 一 一 一 一 一 一 一
67 330 410 80 一 冊 十十 柵 十 冊 柵 柵 十ト 一 骨 十 ± 什 坐一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

契 62 380 400 20 十 冊 柵 冊 一 冊 十十 十 十 十 十 一 十 惜 什 1

二 二 二 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
封 66 370 390 20 一 帯 十 什 一 什 一 一 一 一 一 ■一 ± 柵 骨

,

一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
照 70 350 370 20 一 冊 骨 柵 一 骨 十十 柵 十二

一 ± 一 柵 什 土 i一 一 一 一 一 一 一 一
琶 68 370 430 60 一 帯 十 什 ■一 帯 什 帯 一 一 一 一 十十 柵 柵.一 一 一 」一 一 } 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

61 410 450 40 一 冊 十 冊 一 冊 一 一 一 一 一 一 十 十 冊一一 一 一 一
65 斎76 330 320 (-10) 一 冊 十十 柵 一 柵 柵 冊 十 十 一 一 柵 冊 冊一 一 一,一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
64 360 340 (-20) 一 惜 朴 什 一 帯 帯 柵 一 十 一 一 十 升 冊1

、

脚 印 弊 死 シタ モ ノ
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顯微鏡的二輕微 ノ憂化アルモノ。

十 肉眼的二稻 、カナリノ数 ノ粟粒

大結節テ認 メ、顯微鏡的ニモ輕度

ノ攣化 アルモノ。

十 肉眼的二多撒 ノ粟粒大 ノ結節ラ

認 メルカ、又ハ少撒 ノ黍粒大 ノ結

節ヲ認 メ、顯微鏡的二中等度 ノ攣

化 アルモ ノ。

帯 肉眼的二小豆大 ノ結節ガカナリ

存在 シ顯微鏡的二中等度 ノ攣化 ア

ル モ ノo

柵 肉眼的二更二大 ナル結節テ認メ

顯微鏡的二高度 ノ攣化テ認ムルモ

ノo

柵 肉眼 的顯 微 鏡 的 二全 臓 器 ガ殆 ド

乾酪 化 セル モ ノ。

浦顯微 鏡 的検 査 ノタ メ ニ ハ、 病 攣 ガ均 等 ナ臓 器

ノニ紛 カ ラ組織 片 テ大 キ ク取 リ、 切 片 ヲ 且ae-

malaun・Eosin染 色、VanGieson染 色、Azan

染 色、 塗 銀 法、 結 核 菌染 色法等 テ用 ヒテ,染色 シ

テ検 索 シタ.

内臓個 々 ノ所 見

脾臓。 脾臓 二於 ケ ル病 漿 ハ此 ノ實 験 ノ結 果 各群

ノ間 デ、 肉眼 的 ニ モ顯 微 鏡 的 ニ モ最 モ著 シイ攣

化 ノ差 テ示 シタ。

肉眼 的 ニノ・(別表 寡 眞 参 照 〉感 染 二封 シテ各 群 二

於 テ著 明 ナ個 禮 的差 ノア ル ノガ認 ノ ラ レ、而 モ

ソノ度 合 ハ4ツ ノ群 ラ通 芝テ略1同 一 ノ割 デ ア

ル。然 シ各 群 相 互 間 ノ攣 化 ラ見 レバ ソ ノ間 二明

カナ差 ガ 認 メ ラ レル。 封 照 群 バー 般 二最 モ 病

憂 ノ程 度 ガ 強 ク=全般 的 二 乾 酪 攣 性 傾 向 ガ 著 シ

イ。殊 二64號 、65號 ノ海 獲 デノ・、 著 シ ク肥 大

シタ全脾 臓 ガ乾 酪 攣 性 二 陥 ツ テ居 ル。 第 皿群 デ

ハ病攣 ハ封 照群 二較 え テ全 般 的 二幾 分 ハ輕 度 デ

アル ガ病攣 ハ全 盟 ト シテ著朋 デ アル。 第1群 デ

モ病攣 ノ程 度 ノカ ナ リ著 シイ モ ノラ認 メル ガ
、

ム シロ病竈 ガ局 限 シ硬 攣 シツ ・アル ヤ ウ ナ外 観

テ呈 シテ居 ル シ、 又 攣 化 ノ輕 度 ナ脾 臓 ガ カナ リ

ニ認 メ ラ レル.第 π群 デハ全 ク肉 眼 的 二結 節 テ

認 メ ヌ モ ノモ ア リ、病 攣 ノ輕 イモ ノガ最 モ 多 ク、

他 方 脾臓 ガ非 常 二肥 大 シテ居 ル モ ノテ認 メ ル ケ

レ ドモ、 コ レ等 ハ乾酪 攣 性 ノ傾 向 ガ少 クム シ ロ

Infektionsmilzノ ヤ ウナ 外 観 デ ア ル ゴ ト・・特

異 ナ鮎 デ アル。

顯 微 鏡 的検 査 ノ結 果 ハ 第 皿表 二示 ス通 リデ、 病

攣 ノ輕 重 ノ・肉 眼 的攣 化 ト略 一致 シテ居 ル。 封 照

群 デハ顯 微 鏡 的 二護 明 サ レル結 節 ノ撒 ガ多 ク、

且 ツ結 節 バ ー般 二癒 合 シテ大 キ ナ結 節 テ形 成 シ

テ居 ル ノガ 見 ラ レ ル。 最 モ病 攣 ノ著 明 ナ海 猿

64及65號 デハ脾 臓 ノ正 常 組 織 ガ 殆 ド認 メ難 イ

マ デ乾酪 化 シタ病 竈 ト化 シテ居 ル。 比 較 的 病 攣

ノ軽 度 ノモ ニ モ乾酪 攣 性 ガ 認 メ ラv、64及65

號 テ除 イ タ他 ノ脾 臓 ノ殆 ドスベ テ ニLanghans

氏 亘大 細胞 ガ謹 明 サ レテ居 ル。 之 二反 シテ注 射

群 デノ・例 外 ハ勿 論 アィレケ レ ドモ、 結 節形 成 ノ著

明 ナ モ ノモ結 笛 ノ乾酪 攣 性 テ謹 明 出 來 ル コ トガ

少 ク、 結 節 ガ多撒 存在 シテ居 ル モ ノモ癒 合 セズ

孤 立 性 デ アル モ ノガ多 イヤ ウデ アル。 第1群 ト

第 皿群 デノ・Langhans氏 亘 大 細 胞 ノ存 在 ガ少

イ。格 子 状繊 維 ノ増 殖 程 度 ニハ 著 明 ナ差 ハ認 メ

ラ レナ ィ。 唯 正 常格 子状 繊 維 ノ破 壌 ガ注 射 群 ハ

封 照 群 二較 べ テ輕 イヤ ウ ニ思 ノ・レル ノ ミ デ ア

ノレo

肝 臓.第IV表 二示 ス通 リデ、全 般 的 二見 レバ 注

射 群 ガ封 照群 ヨ リモ病 憂 ガ輕 イ。 肉眼 的 二特 二

注 射 群 ト封 照群 トノ間 二質 的 ナ 攣 化 ノ 差 ハ ナ

久 顯 微 鏡 的 ニ モ亦 注 射群 ガ封 照 群 二較 べ テ量

的 二攣 化 ガ輕 度 デ アル トイ フダ ケ デ ア ツ テ、而

モ第n表 デ モ解 ル ヤ ウニ肝 臓 ト脾 臓 トノ病 攣 ノ

輕 重 ノ間 ニハ 必 ズ シ モ 卒 行 的 關 係 ハ存 在 シナ

イ。 此 ノ貼 二關 シテ ハ爾 検 索 サ レナ ケ レバ ナ ラ

ナ ィ。

術 第IV表 ノ記 載 法 デ アル ガ、 之 ハ私 ガ 新 シ ク

試 ミタ モ ノデ、 今 後 綾 行 スル結 核 海 狽 二於 ケル

肝 臓 ノ病 理 學 的研 究 結 果 一 ヨ ツテー 部 ハ補 正 サ

レル カ モ シ1ノヌ ガ、 複 雑 ナ結 核 海 瞑 ノ肝 臓 病 攣

テ判 定 スル タメ ニ便利 デ ア ル ト思 フ.膿 管 ノ新

生 ハ著 明 ナ攣 化 デ ア ツ テ、 場 所 ニ ヨ ツ テハ必 ズ
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第 皿 表(實 験第二脾臓所見)

群i剰陶

i鞠 眼的所見1顯 微鏡的所見
1

群

海

狸

番

號

肉眼的所見 顯微鏡的所見

重

量

i(gr)

副 結

1節

乾
酪
攣
性

ラ氏
ソ巨
グ大
ハ細

ソ胞

ス

格
子
状
繊
維

重

量

(gr)

結

節

結
節

乾

酪

攣

性

ラ氏
ソ巨
グ大
ハ細

ソ胞

ス

格
子
状
繊
維節

1大

イ
サ

数
大
イ
サ

倣

1

38 1.1 十 ± ± 一 ヒ 一

皿

76 0.7 ± 十二
十一
十

±"
一 一 十

36 1.2 十 十 十一
十

一 一 十 79 1.0 十 十十一
十十

一 十 十

31 0.8 ± 十 一
一

二
二
十一
十一
十一
十十

一 十二 74 1.7 ± 一 十 ±

32 1.4 ± ± 十
二
柵

一
一 十

二
80 1.9 十 十十一

十一
十一
十一
帯

什 卦 一 十

33 2.5 ± 十
一
十

二 十 75 2.0 柵 柵 ± 十 十

35 2.9 督 十一
十一
十十一
柵
=
一
十一
十一
十

二
十一
十

柵一
柵一
彬一
十十
=

十一
十一
十
二
十

十 十 71 2.9 柵 柵一
帯一
十十一

十
二
十一
十一
柵
二

二
十二
十二
十一
十

一 一

十十一
柵一

一 十

34 4.1 柵
一
十

一
十十 78 4.2 柵

一
十十

『
什

39 6.4 柵 十
一
十十 73 4.1 柵

一
什

『
十

40 11.9 帯
=
二

丁一

,一

十

一
十 72

一 一
69

7.0 冊 大孚結節ナリ

一
十十

一
十十

∬

55 0.7 一 一 一

IV

1.1 十一
±

十 朴一
十

二

十十
一 一

柵一
十十

一
■一

一
十

53 0.6 一
一
一

一

一 十 63 2.4

一
十二

1t
十

十十

一
十二

}
十

59 0.5

一
一

一
一

一
什一
±

67 1.2 惜 十十

一
十←'

54 0.9 十}
十一
十一
柵一
什

62 2.2 十

一
十一
朴

一
十十一

52 1.0 一 一 十
二
十一
十二

十{
柵

66 0.9 十十 十二

}

lI

58 0.8 ± 一 一 70 2.2 柵 十十 帯
一
十 十

57 2.0 什 柵}
柵一
冊一
柵

十十 一 68 β.1 冊 十十 柵

}
柵

} ■

十

51 1.9

一
十

一 一

冊

一
十十

一
一 61 4.4 冊 ⊥L型L

一
什

一一

柵

56 6.0 冊一
十十

一
冊

一
十 65 4.4 ← 殆 ド脾全部乾酪化

一
→
一
→

惜一
60 10.0

一
十 十 十 朴 64 17.7 ← 殆 ド脾全部乾酪化 十十

[

E

第ll圃 實験第二 脾臓重量(基線上)
脾臓病攣(基線下)

嬉 皿 群第 ∬ 群第1群

バ膿 管 ノ籏 張 テ來 ス ノデハ ナ ィ カ ト思 バ レル。

肝 細 胞 ノ攣 性 トイ フ ノハ 聖 二膿 管 ガ侵 サ レタタ

メ ニ起 ル艦 汁漏 出 ノ タメ ト、 勿 論 結 核 菌 毒 ノ影

シモ結 核 性結 節 ト件 ツ テハ起 ラナ ィ ガ、 結 核 性

病 攣 ノ程 度 テ示 ス ・ツ ノ重 要 ナ 目標 トナ リ得 ル

モ ノ ト考 ヘル。 更 二此 ノ種 ノ病 攣 ガ強 度 トナ レ
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第IV表(實 験第二肝臓所見)
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第V表(實 験第二肺臓所見)
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第 皿 群

第IV群
(封照群)

綜 括

以 上述 ベ タ コ トカ ラ考 ヘ ル ト、Ask.S.ノ 注 射

ハ程 度 ノ差 コ ソ アル ガ、何 レモ封 照 群 二較 べ テ、

ソ ノ経 過 カ ラ見 テ モ亦 剖 検 ノ結 果 カ ラ見 テ モ豫

防 的 二又 治 療 的 二注射 シタ結 核 海狼 群 二封 シテ

良 好 ナ影 響 テ與 ヘ タ ノデ ハ ナ ィダ ラ ウ カ。

既 二Schroederガ 、結 核 患者 デ ハ尿 中 二排 泄 サ

レルVitaminC量(1-Askorbins乞ureト シテ ノ)

ガ減 少 ス ル ト報 告 シテ以 來 、 人 間 或 ハ動 物 ノ結

核 症 二於 ケ ルVitaminC膿 内含 有 量或 ハ尿 中

排 出 量 二就 テ種 々 ノ實 験 結 果 ガ 報 告 サ レ テ 居

ル。 即 チBruckhardt,1・ouis,Hasselbach

等 ノ報 告 ガ ソ ノー1三ナ モ ノデ アル。

斯 様 ナ事 實 カ ラ、 結 核 ノ経 過 中 二 罷 内 一 於 テ

VitaminCノ 訣 乏 ガ起 ル ノ デ ア ラウ トノ考 ヘ ー

基 イテ、 此 ノ訣 乏 テ補給 スル 目的 デ、 序 論 デモ

述 ベ タ ヤ ゥ_VitaminCト シテAsk.S.ガ 人

膿 二慮 用 セ ラ レ或 ハ又動 物 實験 二用 ヒ ラ レテ來

タ事 ハ當 然 デ アル。是 ハー ツ ニ1-Askorbins5ure
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ノ形 ト シテVitaminCノ 定 量 が進 歩 シタ結 果

二基 ク ノデ アル。

Hasselbachハ 人 膿 結核 症例 一Ask.S.ノ 製 剤 ト

シテRedoxonテ 毎 日100mg,150mg乃 至 重症

ノ場合 ハ300mgテ 注 射 シ、 殊 二Gold1・ ノ併

用 ハ数 果 ガ アル ト報 告 シテ居 ル。水谷 、外lll等 ・・

3名 ノ重 症 結 核 患 者 二厩 日Redoxon300mgテ

静脈 内 二20日 間 注 射 シテ 無 敷 デ ア ツ タ ト述 べ

テ居 ル。 動 物 ノ實 験 的結 核 二慮 用 シタモ ノ ト シ

テハ次 ノ撒 例 ノ報 告 ガ見 ラ レル。Stadtler及 ビ

Larischハ 結 核 幼若 海摸 撒 匹 二Gebion1/(;錠 テ

毎 日経 口的 二與 ヘ テ次 ノ結 果 テ報 告 シテ居 ル。

即 チAsk.S.テ 投 與 シタモ ノニ於 テ却 ツテ封 照

二較 べ テ肝 臓 及 ピ脾 臓 二著 シイ攣 化 テ認 メ、 然

シ全 身 ノ脂 肪 組 織 ノ駿 育 ハAsk.S.テ 投 與 シ タ

モ ノ ノ方 ガ良 好 デー 般 状 態 モ佳 良 デ アル カ ラ、

慮 置 シタ海 演 ハ結 核 性 病 攣 二封 シテ抵 抗 力 が」曾

シタ ノデ ア ラウ ト述 一tテ居 ル。Barathハ 結 核

海狸 二Ask.S.テ50mg宛 毎 日筋 肉 内 二注 射 シ

テ経 過 ガ封 照 二較 べ テ良 好 デ ア ツ タ ト報 告 シテ

居 ル。最 近 佐 々木 ハ結 核 海猿 二経 口的 二Gebion

テ1日2mg及 ビ12mg與 ヘ テ、12mg與 ヘ タ

モ ノガ良 好 ナ成績 テ得 タ ト報 告 シテ居 ル。 然 シ

ナ ガ ラ以 上墨 ゲ タ動 物 實験 ハ今迄VitaminC

トシテ用 ヒ ラ レテ來 タ「レモ ン」汁 ノ代 リニ結 晶

VitaminCト シテAsk.S.テ 用 ヒタ トィ フグ ケ

デ ア リ、 ソ ノ上純 梓Ask.S.テ 多 量 二使 用 ス ル

上一 ツ イテモ種 々 ノ制 約 テ受 ケ タヤ ゥニ思 バ レ

ル。 爾 又其 ノ上、Ask.S.ノ 非 特 異 的 影響 ラ ソ

ノ本質 的 方面 カ ラ観 察 シヤ ウ ト入ル企 テ ガナ サ

レテ居 ナ イ ノハ遺 憾 二思 バ レル。

私 ノ此 ノ實 験 ハ序 論 デ モ述 ベ タ ヤ ウ ニ此 ノ目的

デ試 ミ ラ レタモ ノデ アル ガ、 今 回 ハ圭 二病 理 組

織 學 的 検 査 結 果 ノ ・ド實 グ ケ ラ記 載 スル コ トガ 出

來 タ ノ ミデ、此 ノ鮎 ∴ 關 シテ深 ク燭 レ得 ル グ ケ

充 分 ナ結 果 ハ得 ラ レテ居 ナ ィ。

此 ノ實験 デ最 モ興 味 アル コ トハAsk.S.ラ 感 染

前 ノ ミニ注 射 シタ第II群 二於 テ、 實 験 ノ期 間 内

デ ハ或 程 度 マデ結 核病 攣 テ輕 度 一止 ラセ得 タ コ

トデ ア リ、及 ピ此 ノ群 ノ病攣 度 ノ著 シイ脾 臓 ガ

特 異 ナ反 癒 テ示 シタ コ トデ アル。 ソ ノ原 因 モ此

ノ實 験 デハ明 カデ ナ ィ。

群 全膿 トシテ見 ル トキへ 第1群 ガ最 モ成 績 ガ

良 イ様 二思 ハ レル。 第II群 デ ハ病 憂 ノ輕 度 ノモ

ノモ最 モ多 イ ガ、 ソ ノ反 慮 ノ方 向 ガ異 ツ テ居 ル

トハ イへ 可成 著ニシイ攣 化 ノモ ノモ アル。 コ ノ檬

二第1群 及 ピ第 π群 二認 メ ラ レル病 攣 程 度,輕

サMフ コ トガ、Ask.S.ノ 注 射 ニ ヨ ツ テ個 膿

ノ反 慮 性 ガ攣 化 シタ タ メ ニ病 攣 ノ螢 現 ガ遅延 シ

テ ソ ノ結 果 ト シテ起 ツ タ モ ノカ、 ソ レナ ラバ其

ノ攣 化 ハ ドンナ性 質 ノモ ノデ ァル ヵ、うくAsk.S.

ノ作 用 ガ結 核 ソ ノモ1一 特 異 的 二 作 用 シ テ 結

節 ノ嚢 現 テ 阻 止 スル ノデ アル カ、 更 一 父軍 一

Ask.S.ノ 注射 ニ ヨ ツ テ 抵 抗 力 ガ檜 シタ 〃 結

核 二感 染 シ難 クナ'ソタ ト考ヘ タ ト シテ モ、 ソ ノ

抵抗 カ ノ曾 加 ハ何 テ基 クモ ノ デ アル ヵ ト ィフ様

ナ コ トガ今後 更 二明 カー サ レネバ ナ ラナ ィ。 艦

重1・脂 肪 組 織 ノ檜 加 ノ他 二著 シクAsk.S.ノ

影響 ラ受 ケル コ トノナ カ ツ タ第 皿群 二就 テ モ、

更 二今後 放 置 ス レバAsk.S.ガ 脂 肪組 織 ノ増 加

ノ ミデナ ク、 本質 的 二結 核 組織 二如何 様 二影響

ラ及 ボ シテ來 ル カ モ検 索 サ レネ バ ナ ラナ ィ デ ア

ラウ。 然 シ是等 ハ今後 ノ實 験 結 果 ニ マ ツモ ノデ

ア ル。

結 語

未 グ實験 ハ牛 ニ ス ギ ナ イガ、 今迄 得 ラ レタ結 果

ダ ケ カ ラィ ヘ バ、 海 瞑 テ結 核 二感 染 サ セ ル前 二

Ask.S.テ 大 量 連 緬 シテ 注 射 スル ト或 程 度 感染

二封 スル反 慮 ノ攣 化 ガ認 メ ラ レ、 又 … 般 二病 攣

ガ輕 度 二 止ル.感 染 後 モ更 二」虫績 注 射 ス ル コ ト

ニ ヨ ツ テ結 核 ノ経過 ハ良 好 ナ影 響 テ受 ケル
。 感

染 後 日 テ経 テAsk.S.テ 注 射 シ始 メ タモ ノデ・・

著 シイ数 果 ハ期 待 ス ・レコ トガ 出 來 ナ イ。
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以 上 ノ'ド實 ハ肉 眼 的及 顯 微 鏡 的 検 索 一=ヨツテ誇i

明 サ レタ。 是 等 ノ モ ノ ノ本 質 的 考 察 ノ タ メ山 ハ

今後 ノ實 験 結 果 ニ マ タネ バ ナ ラナ イ。

飴 終 懇切 二御 指 導 ラ 賜 リ御鞭 捷 下 サ ツ タ 戸 田

教授 二深 ク感謝 スル トトモ汽 病理糸且織學的検

索 テ御指導下サツタ病理學教室大野教授 二厚 ク

感謝 ノ意テ表ス)。

附圖爲眞 實験第二海狸 ノ脾臓

e● 瑚9⑦
姻■

蟹 ワ

ぼ ・
亀.「

,'「 ・

第1群 第 ∬ 群 第m群 第IV群
前後注射群)/前 注射群)(後 注射群 封照群)
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